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研究報告

日常生活におけるフォーカシング的経験と構造拘束度との関連

関西大学心理臨床カウンセリングルーム 上西 裕之

要約

本研究では日常生活におけるフォーカシング的経験尺度 (FES(上西， 20日))の構成

概念妥当性を確認するために、理論的に関連が想定される構造拘束的体験様式を測定す

る「構造拘束度」尺度 (SSB(高沢ら， 2∞9))との関連を検討した。その結果、 SSBの
「反復性Jおよび rSSB総合得点Jは、 FESの「体験の感受Jと有意な正の相関を示し、

FESの「聞がとれているJr体験過程の受容と行動」と有意な負の相関を示した。これ
らの結果を踏まえ、 FESの構成概念妥確認すると共に、 SSBによって測定される「構造

拘束度Jは、「体験過程の直接照合」と「象徴化」のプロセスを拘束するのではなく、体
験的距離の調節を行う能力を拘束する可能性を考察した。

キーワード:日常生活におけるフォーカシング、構造拘束的体験様式、構成概念妥当性

1 .問題と目的

E.T.Gendlin (1981/1982)によって提唱さ

れたフォーカシングは心理療法としてのみなら

ず、日常生活で生じている心理的現象に由来す

るものである。近年、このような日常生活にお

ける「心の営みとしてのフォーカシング(増井.

1990)Jを数量的な観点から捉える試みがなさ

れてきた。福盛ら (2003)は、「日常生活にお

けるフォーカシング的態度Jを測定する尺度と
して「体験過程尊重尺度 (FocusingManner 

Scale:以下FMS)Jを作成している。

FMSは、「体験畳程に注意を向けようとする

態度Jr問題と距離を取る態度Jr体聡邑程を受
容し行動する態度」の3因子から構成される尺

度であり、様々な心理学的概念との関連が擬す

されてきた(山崎， 2005:中垣， 2∞6:松岡.
2006 :中垣， 2∞7:河崎， 2008:青木， 2008: 
土井ら， 2009:宮武 2009)。また、上西 (2008，

2010a)は、 FMSにはフォーカシングの特徴で

ある悩み事などに伴う「からだの感じへ注意を

向ける」といった体験の「身体感覚的側面(吉

良， 1998)Jへの、注意を尋ねる質問項目は存在

するものの、「頭や胸やお腹がモヤモヤした感じ

がする」といったフェルトセンスを感受してい

ることを具体的に尋ねる質問項目が見当たらな

いことを指摘し、フェルトセンスの存在を感じ

ていることを示す項目を含めた「体験過程尊重

尺度改訂版(The F ocusing Manner Scale-

Revised :以下 FMS-R)Jを作成しているo

FMS-Rは、精神的健康(上西， 2008， 2010a)、

自己肯定意識尺度(上西， 2010a)、Alexithymia

(上西， 2010b)、暖味さへの態度(上西， 2010c) 

などとの関連を通して構成概念妥当性が検討さ

れてきたoまた上西 (2010a)では、日常生活

におけるフォーカシングの構造をモデル化し、

その検討を行なっているo さらに、上西 (2011)

は日常生活におけるフォーカシングを流動的な

プロセスとして捉えるための尺度として「日常

生活におけるフォーカシング的経験尺度 (Fo・

cusing Experiencing Scale :以下FES)Jを作

成し、日常生活におけるフォーカシングに関す
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